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★事務事業の概要（ＰＬＡＮ）

【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

【意見や要望】

１　現状把握の部（ＤＯ、ＰＬＡＮ）
(1)事務事業の目的と指標
①手段(主な活動)

① 活動指標(事務事業の活動量を表す指標)

⇒
ア

イ

(単位)

②対象(誰、何を対象にしているのか) ＊人や自然資源等

③意図(この事業によって、対象をどう変えるのか)

(単位)

(単位)

ア

イ

ア

イ

⇒

⇒

②対象指標(対象の大きさを表す指標)

③成果指標(意図の達成度を表す指標)

(2)各指標･総事業費
   の推移

ア

イ

ア

イ

ア

イ

① 活動指標

② 対象指標

③ 成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算) 目標(当初予算) 実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

投

事
財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳業

費 （Ａ）事業費計

(A)のうち指定経費

(A)のうち時間外､特勤

入

量

人
件
費

トータルコスト(A)＋(B)

正規職員従事人数

延べ業務時間

(B)人件費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

総トータルコスト

ﾏﾆﾌｪｽﾄ
関連

全庁横断
課題関連

集中改革
ﾌﾟﾗﾝ関連

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

新規・拡充区分

予算の主な増減の理由

法令

見込

全体計画

28年度

8

13,061

542

100

100

689

25,051

25,740

1,208

0

4

1,160

0

25,740

29年度

10

10,091

524

100

100

18,937

18,937

1,503

0

4

1,720

6,804

25,741

30年度

4

5,000

530

100

80

11,359

11,359

35

0

2

300

1,195

12,554

30年度

7

31,893

448

100

100

10,289

23,600

28,107

61,996

35

0

3

1,600

6,307

68,303

31年度

4

8,000

530

100

80

2,077

17,260

19,337

35

0

3

600

2,390

21,727

 2年度

4

251,500

530

100

80

94,830

100,000

40,470

235,300

1,535

0

3

600

2,390

237,690

 3年度

4

8,000

530

100

80

15,000

15,000

1,535

0

3

600

2,390

17,390

 4年度

0

0

0

0

0

15,000

15,000

1,535

0

0

0

0

15,000

(平成30年度実績と平成31年度計画) 令 和  2 年  2 月 2 1 日 更 新

総合健康センター施設維持管理事業

   1 自治の健康 産業振興部 松田　勝

   2 行政改革の推進 商工振興課 村上　淳二

  12 公有財産の管理運営 商工振興班 5215

合志市総合健康センター「ユーパレス弁天
」条例　指定管理者協定書一般   7   1   2    11284

単年度のみ 単年度繰返 18
30年度で終了 30年度から開始

期間限定複数年度

平成１３年７月、西合志町総合ふれあい健康センター「ユーパレス弁天」が開館。（管理運営業務を㈱にしごうしに委託）
地方自治法改正に伴い、管理委託制度から指定管理者制度に移行し、第１回目の指定管理者協定を㈱にしごうしと平成１８年８月～平成２１年９月の期間で締結した。
○合志市総合健康センター「ユーパレス弁天」の管理運営業務についての助言及び経営状況確認
○指定管理者協定書に基づく、合志市総合健康センター「ユーパレス弁天」の施設維持管理事業。
○現指定管理期間は、平成２１年１０月～平成２４年３月であり、平成２３年度に指定管理者更新を行い、引き続き㈱にしごうしを平成２４年４月から平成２６年３月までの２年
間、指定管理者として指定した。
○平成２３年度に「大規模改修検討委員会」を開催し、開館後１０年経過し老朽化が著しい施設の大規模改修の内容を検討した。
○平成２４年度に「大規模改修検討委員会」の答申に基づき、改修設計委託業務を行った。
○平成２５年度に大規模改修工事を行った。また、指定管理者選定を行ない平成３０年度までの新たな管理者を指定した。
○平成２６年度から、新たな指定管理者による運営が行われている（平成３０年度まで）。
〇平成３１年春に北熊本スマートインターチェンジの開通見込みであることから、大規模改修を１年先に延ばし、平成３１年度は現在の指定管理者に運営させる予定となった（１
２月議会上程）。

指定管理者指定　→　指定管理協定書の締結　→　協定書に基づく管理運営業務の助言 →　年次業務報告書に基づく経営状況確認
○施設の修繕等については、管理協定書に基づき３０万円以上の修繕費について、指定管理者より協議書が提出される。それに基づ
き、審査を行い公益上必要と認められるものについて、修繕費の負担を行なう。
○大規模な施設の修繕については、年次計画により市が直接工事を行なっている。

委託料、工事請負費、負担金補助及び交付金

平成３０年冬に循環水の加温に用いるボイラー２基のうち１基が経年劣化で故障したことからプールの供用を中止してい
る（夏季のみ営業した）。このことによりボイラーの早期修理を求める意見がある。
また、平成３０年夏には空調の吸収冷温水機に故障を生じたことで冷房が十分に機能せず、早期修理を求める意見が寄せ
られた。（その後、その故障部品は交換したが、新たに電気系統に故障を生じている。）

30年度実績(30年度に行った主な活動) (DO) 31年度計画(次年度に計画している主な活動)(PLAN)
・毎月の指定管理者運営会議へ出席した。
・指定管理協定に基づき指定管理料の支払いを行った。
・施設設備の修繕、工事を行った。
（委託料）
ボイラ設備改修設計・工事、温泉熱利用設備導入調査、天井耐震改修設計
（工事請負費）
EV耐震改修工事、受水槽塗装工事、空調設備復旧工事
（負担金）
EV基盤取替工事、空調部品・炉内洗浄、空調点検調整、温泉協会負担金
（営業損失補償）
ボイラ設備故障に伴う損失補償金
【基準に達成しなかった理由】
営業損失補償金の支出が、見込みより少額であったため。

令和元年度も同様な事業活動を行う。令和２年度の指定管理者更
新に向けた候補者選定を行う予定。

工事請負費の増、指定管理者更新に伴う委託料（指定管理料）の
増

修理箇所 件

修理等金額 千円

合志市総合健康センター「ユーパレス弁天」施設利用者 来館者 千人

利便性・安全性を確保する 修理済箇所数／要修理箇所数 ％

苦情・要望の対応件数／苦情・要望の総数 ％

＊③成果指標設定の理由と31年度目標値設定の根拠
利便性・安全性の確保につながる施設修理済箇所の割合及びお客からの苦情・要望対応件数割合とした。
施設大規模改修工事が終了しれば、施設の要修繕箇所はなくなる。また、お客の苦情や要望等で施設の老朽化に伴うものに対
応できるため、平成２５年度からは、施設修理済み箇所割合は１００％、苦情・要望の対応件数割合は８０％と設定した。

～　　年度
0

件

千円

千人

％

％



事務事業名 所属部 所属課

２　評価の部（ＣＨＥＣＫ）

目
標
達
成
度
評
価

有
効
性
評
価

効
率
性
評
価

公
平
性
評
価

役
割
分
担
評
価

③成果の向上余地

④類似事業との統廃合・連携の可
能性

⑤事業費の削減余地

⑥人件費（延べ業務時間）の削減

余地

⑦受益機会・費用負担の適正化余
地

⑧行政の役割分担の適正化

３　評価結果の総括（ＣＨＥＣＫ）　

４　今後の方向性（事務事業担当課案）（ＡＣＴＩＯＮ）
（1）今後の事業の方向性（改革改善案）・・・複数選択可

（3）改革、改善を実現する上で解決すべき課題（壁）とその解決策

（2）改革・改善による期待成果

コスト

削減 維持 増加

向上

維持

低下

成
果

市志合

（廃止・休止の場合は記入不要）

（具体的な手段、事務事業）

総合健康センター施設維持管理事業 産業振興部 商工振興課

＊原則は30年度の事後評価、ただし複数年度事業は30年度実績を踏まえての途中評価

達成した 達成しなかった　 ⇒【原因

適切に改修工事を実施し、対応したため。
①30年度目標達成度評価

目標達成見込みあり⇒【理由 目標達成は厳しい ⇒【理由と対策

施設の老朽化が進んでいるが、点検を徹底し、改修の必要性がある部分を洗い出し、計
画的に改修を実施することで、適切な維持管理を行なうことができる。②31年度目標達成見込み

向上余地がある　　⇒【理由 向上余地がない　 ⇒【理由

施設の老朽化に伴い、今後施設の維持管理上の修繕要望は予想されるため向上の余地は
ある。

他に手段がある 他に手段がない　 ⇒【理由
統廃合・連携ができる　 ⇒【理由
統廃合・連携ができない ⇒【理由

施設運営については専門的な管理技術が必要であり、その手法として、指定管理者へ委
託を行ったため他の方法はない。

削減余地がある　　⇒【理由 削減余地がない　 ⇒【理由

指定管理委託料については、創意工夫を生かした管理者による運営により、指定管理期
間の5年をかけて少しずつ減少させていくところである。

削減余地がある　　⇒【理由 削減余地がない　 ⇒【理由

指定管理者と打合せながら業務を進めるため、必要最低限の人員であり、削減余地はな
い。

見直し余地がある　⇒【理由 公平・公正である ⇒【理由

利用者は、サービスの対価として利用料金を支払うため公平公正である。

見直し余地がある　⇒【理由 役割分担は適正である ⇒【理由

市の施設であるため、その施設の維持管理は当然行政が行なわねばならない。

30万円を超える工事に関しては本市が行なうこととなっており、指定管理者と連携を取りながら、改修箇所の確認と改修工
事を行い、適切な施設管理を行なうことができた。

廃止 休止 目的再設定 事業統廃合・連携 事業のやり方改善（有効性改善
事業のやり方改善（効率性改善 事業のやり方改善（公平性改善
現状維持（従来通りで特に改革改善をしない

○


